
注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2 科目，ページおよび解答番号は，下表のとおりである。

必ず出願時に申告した科目を解答すること。

科 目 ページ 解 答 番 号
日 本 史 探 究 日―1～日―15 1～50
世 界 史 探 究 世―1～世―18 1～50
生 物 基 礎 生―1～生―21 1～34
化 学 基 礎 化―1～化―9 1～35
物 理 基 礎 物―1～物―5 1～40

3 解答用紙には，受験番号，受験科目および氏名を正しく記入・マークすること。

4 解答は解答用紙の解答欄にマークすること。

5 試験中にページの脱落等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。

解答用紙の汚れ等に気付いた場合も同様である。

6 問題冊子は試験終了後，持ち帰ること。

2026年度 入学試験問題

一 般 入 試 前 期
〔3教科型・2教科型〕

2月1日
第2限

地 歴 ・ 理 科
（日本史探究・世界史探究） （生物基礎・化学基礎・物理基礎）



＜解答上の注意＞

同一の問題文中に 1 ， 2・3 等が2度以上現れる場合，2度目以

降は 1 ， 2・3 のように細字で表記する。

Ⅰ 東向きに20m/s の速度で走っていた自動車が一定の加速度で加速し，4.0s

後に速度が東向きに36m/s になった。このとき，次の空欄を埋めよ。

（1）自動車の加速度は 1 向きで， 2 . 3 m/s2である。

1 は次の選択肢より1つ選び， 2 ， 3 には数値を入

れなさい。

① 西 ② 東 ③ 南

④ 北 ⑤ どちらでもない

（2）加速をはじめてから2.0s 後までの間に自動車が進んだ距離は， 4・5 m

である。

物 理 基 礎

物―1









Ⅴ 図のように，電圧100Vの電源を抵抗RとポンプPに接続する。Rの抵抗値

が15Ωのとき，電圧計の読みが70Vであった。電圧計に流れる電流や電流計

にかかる電圧は無視できるものとして，以下の空欄を埋めよ。なお，ポンプは電

力を消費して水をくみ上げる装置である。

R

A

V
P
ポ
ン
プ

100 V
電流計

電圧計

（1）電流計に流れる電流の強さは 34 . 35 Aである。

（2） Pで消費される電力のうち，70％が水を2.5mの高さにくみ上げる仕事に
使われた。Pが1.0分間にくみ上げる水の質量は 36・37・38 kg である。

ただし，重力加速度の大きさを9.8m/s2とする。

（3） Rで1分間に発生するジュール熱は 39 . 40 ×103J である。

物―5



注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2 科目，ページおよび解答番号は，下表のとおりである。

必ず出願時に申告した科目を解答すること。

科 目 ページ 解 答 番 号
日 本 史 探 究 日―1～日―17 1～50
世 界 史 探 究 世―1～世―22 1～50
生 物 基 礎 生―1～生―16 1～34
化 学 基 礎 化―1～化―10 1～35
物 理 基 礎 物―1～物―5 1～42

3 解答用紙には，受験番号，受験科目および氏名を正しく記入・マークすること。

4 解答は解答用紙の解答欄にマークすること。

5 試験中にページの脱落等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。

解答用紙の汚れ等に気付いた場合も同様である。

6 問題冊子は試験終了後，持ち帰ること。

2026年度 入学試験問題

一 般 入 試 前 期
〔3教科型・2教科型〕

2月2日
第2限

地 歴 ・ 理 科
（日本史探究・世界史探究） （生物基礎・化学基礎・物理基礎）





Ⅱ 各文の空欄に適する語句を選択肢から選びなさい。

（1）物体に力を加えると 10 を生じる。その大きさは力の大きさに

11 し，物体の 12 に 13 する。物体Aが物体Bに力を

及ぼすと，Aは Bから 14 大きさで 15 向きの力を受ける。

① 速度 ② 加速度 ③ 比例

④ 反比例 ⑤ 密度 ⑥ 質量

⑦ 同じ ⑧ 異なる ⑨ 反対

（2）摩擦力には 16 と 17 がある。 16 の最大値を最大摩擦力

と呼び，静止摩擦係数と 18 の大きさとの積で決まる。静止している

重い物体を動き出させるには大きな力を要するが，一度滑りだした物体を動

かし続けるのは比較的容易である。これは動摩擦係数が静止摩擦係数よりも

19 ためである。

① 重力 ② 垂直抗力 ③ 動摩擦力 ④ 静止摩擦力

⑤ 小さい ⑥ 大きい ⑦ 同じ ⑧ つり合う

⑨ 加速度 速度

物―2



Ⅲ クレーン車が質量300kgの鉄柱を鉛直上向きに一定の速さで10m持ち上げ

るのに7sかかった。重力加速度の大きさを9.8m/s2とする。このとき，次の空

欄を埋めよ。なお，以下の仕事や仕事率は持ち上げる力のしたことを示す。

（1）このときの仕事は， 20 . 21・22 ×104J である。

（2）このときの仕事率は， 23 . 24・25 kWである。

トン

（3）さらに，同じ仕事率で，5.00t の物体を鉛直上向きに一定の速さで持ち上
トン

げ，35s間仕事をする。ただし1.00t ＝1000kgとすると，物体は，鉛直上

向きに 26 . 27・28 m持ち上げられる。

物―3



Ⅳ 次の（1）～（3）の回路において抵抗Xにかかる電圧Vに関して以下の空欄を埋め
よ。ただし，抵抗の抵抗値はすべて20Ω，電源の電圧は12Vである。

V
抵抗 X 抵抗X

抵抗 X

V V

（1） （2） （3）

（1）の回路の抵抗Xにかかる電圧は 29 . 30 Vである。

（2）の回路の抵抗Xにかかる電圧は 31 . 32 Vである。

（3）の回路の抵抗Xにかかる電圧は 33 . 34 Vである。

物―4



この設問文は問題として不適切であったためWEBサイトには掲載しておりません



注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2 科目，ページおよび解答番号は，下表のとおりである。

必ず出願時に申告した科目を解答すること。

科 目 ページ 解 答 番 号
日 本 史 探 究 日―1～日―16 1～50
世 界 史 探 究 世―1～世―26 1～50
生 物 基 礎 生―1～生―17 1～34
化 学 基 礎 化―1～化―11 1～35
物 理 基 礎 物―1～物―5 1～41

3 解答用紙には，受験番号，受験科目および氏名を正しく記入・マークすること。

4 解答は解答用紙の解答欄にマークすること。

5 試験中にページの脱落等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。

解答用紙の汚れ等に気付いた場合も同様である。

6 問題冊子は試験終了後，持ち帰ること。

2026年度 入学試験問題

一 般 入 試 前 期
〔3教科型・2教科型〕

2月4日
第2限

地 歴 ・ 理 科
（日本史探究・世界史探究） （生物基礎・化学基礎・物理基礎）





Ⅱ 質量10kgの物体が水平な床に置かれている。床と物体の間の静止摩擦係数は

0.50，動摩擦係数は0.10である。重力加速度の大きさを9.8m/s2とする。この

とき，次の空欄を埋めよ。

（1）最大摩擦力の大きさは， 9・10 Nである。

（2）30Nの力を水平方向に加えたときの摩擦力の大きさは， 11・12 Nであ

る。また，60Nの力を水平方向に加えたときの摩擦力の大きさは，

13 . 14 Nである。

（3）指で物体を鉛直下向きに押し付けておくと，90Nの水平方向の力を加えて
も物体が動きださないようにすることができる。このとき必要な指で加える

力の大きさは， 15・16 N以上である。

物―2





Ⅳ 図のように，抵抗R1，R2，R3（抵抗値はそれぞれ40Ω，40Ω，20Ω），起

電力6.0Vの電池E，電流計およびスイッチ Sからなる回路がある。このとき，

以下の空欄を埋めよ。なお，電流計および電池の内部抵抗は無視できるものとす

る。

Sd b f

R320Ω R240Ω R140Ω

電池
E

A
c a e
電流計

（1）スイッチ Sが開いているとき，電流計を流れる電流は 21 . 22・23

Aである。

（2）スイッチ Sを閉じたとき，以下の空欄を埋めよ。

ⅰ 回路全体の合成抵抗の抵抗値Rは 24・25 Ω，電流計を流れる電流 Iは

26 . 27・28 Aである。

ⅱ 抵抗R1に流れる電流 I1は 29 . 30 ×10－2A，抵抗R2に

流れる電流 I2は 31 . 32 ×10－2Aである。

物―4



Ⅴ 断熱容器に15℃の水が200g入っており，容器と水は熱平衡となっている。

ここに，100℃に温めた500gの金属球を入れてしばらく待つと，全体が30℃

になった。水の比熱を4.2J/（g・K），容器の熱容量を50J/K，金属球の比熱を

c〔J/（g・K）〕として，以下の空欄を埋めよ。ただし，実験中に容器外への熱の移

動はないものとする。

（1）容器が得た熱量を Q1〔J〕，水が得た熱量を Q2〔J〕と すると，Q1は
33 . 34 ×102J，Q2は 35 . 36 ×104J である。

（2）金 属 球 が 失 っ た 熱 量 Q3〔J〕を，比 熱 c〔J/（g・K）〕を 用 い て 表 す と
37 . 38 ×104c〔J〕である。

（3）金属球の比熱 c〔J/（g・K）〕は 39 . 40・41 J/（g・K）である。

物―5



注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2 科目，ページおよび解答番号は，下表のとおりである。

必ず出願時に申告した科目を解答すること。

科 目 ページ 解 答 番 号
日 本 史 探 究 日―1～日―17 1～50
世 界 史 探 究 世―1～世―19 1～50
生 物 基 礎 生―1～生―19 1～34
化 学 基 礎 化―1～化―11 1～35
物 理 基 礎 物―1～物―5 1～43

3 解答用紙には，受験番号，受験科目および氏名を正しく記入・マークすること。

4 解答は解答用紙の解答欄にマークすること。

5 試験中にページの脱落等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。

解答用紙の汚れ等に気付いた場合も同様である。

6 問題冊子は試験終了後，持ち帰ること。

2026年度 入学試験問題

一 般 入 試 前 期
〔3教科型・2教科型〕

2月5日
第2限

地 歴 ・ 理 科
（日本史探究・世界史探究） （生物基礎・化学基礎・物理基礎）



Ⅰ 直線上を運動している物体の速度 vと時刻 tの関係が図のように表せる場合，

物体が運動する向きを正として，次の空欄を埋めよ。

v〔m/s〕

4

O 2 6 10 t〔s〕

（1）0s≦ t≦6sでの加速度は， 1 m/s2である。

（2）6s≦ t≦10sでの加速度は，－ 2 m/s2である。

（3）6s≦ t≦10sでの速度について，t＝3sと同じ速度になるのは，
3 s である。

（4）物体が10秒間に移動した距離は， 4・5 mである。

物 理 基 礎

物―1



Ⅱ 各文の空欄に適する語句を選択肢から選びなさい。

（1）作用反作用の関係にある2力は 6 上にあり，互いに 7 向き

で大きさは 8 。 9 の関係にある2力は同じ物体が受ける力

であり，作用反作用の関係にある2力は別の物体が受ける力である。

① 2次曲線 ② 同一直線 ③ 放物線

④ つりあい ⑤ 鉛 直 ⑥ 逆

⑦ 等しい ⑧ 異なる ⑨ 力学的エネルギー

仕事率

（2）すべての物体には，現在の 10 を保とうとする性質がある。そのよう

な性質を物体の慣性という。物体の慣性は，その物体の質量が大きいほど

11 。

外部から力を受けない，あるいは外部から受けた力が 12 いるとき，

静止している物体は 13 を続け，運動している物体は 14 運動

を続ける。

① 小さい ② 大きい ③ 増え続けて ④ 減り続けて

⑤ つりあって ⑥ 減 速 ⑦ 加 速 ⑧ 静 止

⑨ 等速直線 運動の状態

物―2





Ⅳ 電気抵抗について考える。次のような3本の金属線 a，b，cがある。このと

き，以下の空欄を埋めよ。

材料 抵抗率〔Ω・m〕 断面積〔m2〕 長さ〔m〕 抵抗値〔Ω〕

a 銅 1.7×10－8 1.0×10－7 1.0 Ra

b 鉄 1.0×10－7 1.0×10－7 1.0 Rb

c 鉄 1.0×10－7 1.0×10－8 2.0 Rc

（1）各金属線の抵抗値をそれぞれ Ra，Rb，Rc とする。それぞれの抵抗値の大
小関係として正しいものを①～⑥からひとつ選択しその数値を 21 に

記入せよ。

① Ra ＜ Rb ＜ Rc ② Ra ＜ Rc ＜ Rb ③ Rb ＜ Ra ＜ Rc

④ Rb ＜ Rc ＜ Ra ⑤ Rc ＜ Ra ＜ Rb ⑥ Rc ＜ Rb ＜ Ra

（2）金 属 線 aに2.0Vの 電 圧 を か け た と き，流 れ る 電 流 の 大 き さ は
22・23 . 24 Aである。小数点第2位を四捨五入して解答せよ。

（3）金属線 bと金属線 cを直列接続したときの合成抵抗値は 25・26 Ωである。

（4）金属線 bと金属線 cを並列接続したときの合成抵抗値は
27 . 28・29 Ωである。小数点第3位を四捨五入して解答せよ。

物―4





注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2 科目，ページおよび解答番号は，下表のとおりである。

必ず出願時に申告した科目を解答すること。

科 目 ページ 解 答 番 号
日 本 史 探 究 日―1～日―16 1～50
世 界 史 探 究 世―1～世―23 1～50
生 物 基 礎 生―1～生―18 1～34
化 学 基 礎 化―1～化―12 1～35
物 理 基 礎 物―1～物―5 1～36

3 解答用紙には，受験番号，受験科目および氏名を正しく記入・マークすること。

4 解答は解答用紙の解答欄にマークすること。

5 試験中にページの脱落等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。

解答用紙の汚れ等に気付いた場合も同様である。

6 問題冊子は試験終了後，持ち帰ること。

2026年度 入学試験問題

一 般 入 試 前 期
〔3教科型・2教科型〕

2月6日
第2限

地 歴 ・ 理 科
（日本史探究・世界史探究） （生物基礎・化学基礎・物理基礎）



Ⅰ x軸上を運動する物体がある。時刻0sに原点Oを x軸の正の向きに通過

し，それ以後，速度は図のように変化した。このとき，次の空欄を埋めよ。な

お，空気抵抗は無視できるものとする。

速度
〔m/s〕

4.0

時刻〔s〕
O

10

（1）この物体の加速度は，－ 1 . 2・3 m/s2である。

（2）物体の x座標が最大となるのは，時刻 4・5 s である。また，そのとき

の x座標（距離）は， 6・7 mである。

（3）時刻0sから15sまでの間に物体が動いた道のりは， 8・9 mである。

物 理 基 礎

物―1




















